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1 は じ め に

1993年は障害不稔と出穂遅延による登熟不良が重なり
,

収量及び品質は著しく低下した年となった。1993年の出穂

はどの品種とも1992年と比べて10日程度遅れ,出穂期から

の40日 間の平均気温はたかねみのりで1992年 よりも26℃

低い18℃ ,あ きたこまちで28℃低い176℃ となった。

玄米品質では,登熟不良による未熟粒が非常に多いこと,

部分着色粒や,登熟後半からの被害粒の増加などが特徴と

してあげられる。このような障害不稔の多発と登熟遅延が

併発した年の刈取時期の判定は難しく,改めて刈取時期の

判定を検討することとした。

2試 験 方 法

0)試験場所 岩手農試本場 (滝沢村)
2)試験年次 1998年
0)供試品種 たかねみのり,あ きたこまち
に)玄米品質調査 観察調査
6)気象データ 岩手農試で観測 (平年値は1964～ 1989
年)

3 試験結果及び考察

冷害年の刈取時期については,過去にも検討されている。

1980年には着色粒を指標としながら,刈取時期を不稔歩合

と積算気温から設定し,1981年には,褐変籾の割合と積算

気温から刈取適期を判断している。

1993年は幼穂形成期から減数分裂期にかけての強い低温

の影響から全県的に障害不稔が多発し,出穂の遅れから登

熟温度も確保できないような障害型冷害と,遅延型冷害が

複合した過去に類をみない冷害年となった。

図 1に は登熟期の温度推移を示したが,1993年の積算気

月 /日

図 1登熟期の温度推移と登熟積算気温 (滝沢)

温が出穂が遅れているため,平年と比べて大きな差が生じ,

平均気温では,8月 の初めから20日前後まで平年に比べて

4℃～ 5℃程度低くなっていることがわかる。また,9月
には最低気温が10℃以下になったこともあり,登熟は緩慢

となった。なお,初霜は10月 15日 に確認された。

そうした条件の中で登熟した玄米の特徴として,表 1の

作況圃の品質調査の結果に代表されるように,未熟粒が非

常に多いということがあげられる。未熟粒のなかでも青未

熟粒が多く,ま た,過去の冷害年のように,背黒などをは

じめるとする,部分着色粒も多くなっていた。部分着色粒

はたかねみのりがあきたこまちに比べ多く,整粒歩合はた

かねみのりの301%に対して,あ きたこまちでは154%で

あった。

このような玄米品質をもった場合の刈取りを考えると,

不稔籾の多さから例年のような黄化籾割合での判断は非常

に難しく,1993年の場合にも,不稔歩合と積算気温から刈

取りの指標を検討することとした。図 2か ら図 5はたかね

みのりとあきたこまちを出穂期から30,35,40,45,50,

55日後にサンプリングし,品質をみたものであるが,どち

らも登熟後半から被害粒,着色粒が多くなった (グラフ上
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表 1 作況圃品質調査結果
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図 2 玄米品質の推移 (たかねみのり不稔663%)

登熱積算気温 (℃ )

図4 玄米品質の推移 (あ きたこまち不稔811%)

の着色粒は実際の比率を10倍 したもの)。 被害粒はおもに

茶米と奇形粒であり,特に先が細く円錐状になった玄米が

多くみられた。奇形粒,着色粒は青未熟粒の中にもみられ

ており,特徴的であった。図 5は不稔歩合が456%の あき
たこまちの玄米品質の推移を表しているが,玄米の整粒化

は登熟積算気温700℃を超えたあたりから進み,積算気温
が増すにつれて多くなっていくことがわかる。しかし,800

℃当たりから被害粒が増加しはじめ,900℃になると更に

着色粒が増加する傾向がみられる。また,図 4の不稔歩合

が811%のあきたこまちでは,被害粒や着色粒の発生が ,
不稔歩合の低いものよりも早まる傾向があり,たかねみの

りでも同様の結果を得た。これらのことから,玄米の品質

登熟積算気温 (℃ )

図 3 玄米品質の推移 (たかねみのり不稔458%)

登熟積算気温 (℃ )

図 5 玄米品質の推移 (あ きたこまち不稔456%)

を落とさず,着色粒の混入率07%以内,整粒歩合40%以
上を基準として刈取時期を設定すると,不稔籾が40%～ 60

%の場合は積算気温が800～ 900℃ ,60%～ 80%の場合せよ750

～850℃が刈取りの適期と推定された。

4 ま と め

1993年は障害型冷害と,遅延型冷害が複合した年となり,

不稔籾が非常に多く,登熟不良の年となったが,玄米品質

の推移から不稔歩合と積算気温を目安として刈取時期を判

断することができた。その結果,不稔歩合が40%～ 60%の

場合は積算気温力ヽ 00～900℃ ,611%～ 80%の場合は750～

850℃を刈取適期の指標とした。
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